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1. 背景・目的 

軽量でフレキシブルな太陽電池に対する市

場要請が強く，フレキシブルペロブスカイト太

陽電池の出現が待たれている．研究初期にはフ

レキシブルペロブスカイト太陽電池の効率(小

面積)は 5 %程度であったが[1]，現在では 20 %

を超えるフイルム型太陽電池が報告されてい

る．2020 年には 400 cm2の PET/ITO 基板に作製

したペロブスカイトをレーザーで素子分離す

ることで，順構造である n-i-p 構造でセルを直列

接続した効率 11.8 %のモジュールが報告された

[2]．しかしながら，フィルム基板はスクライ

ブ加工が難しく，透明導電膜と金属電極間の接

触抵抗により，効率，曲線因子が低下する．接

触抵抗の対策として，透明導電膜と金属間に補

助電極を導入した p-i-n 構造型太陽電池が東芝

より報告されている[3]．本研究では，溶剤を用

いて電荷輸送層とペロブスカイト層の素子分

離を行うことで，p-i-n 構造型ペロブスカイト太

陽電池のモジュール化を検討したので報告す

る． 

2. 実験 

5 cm × 5 cm のガラス/ITO 基板を亜鉛と塩

酸を用いて ITO 電極のパターニング(P1)を行

った．続いてスピンコートにより PEDOT:PSS，

Cs0.17FA0.83Pb(Br0.17I0.83)3 ペロブスカイト

を塗布した．この時，ペロブスカイトは 4000 

rpm で 50 秒間スピンコートを行い，回転開始

から 16 秒後，エチルアセテート(3ml)を滴下し

た．続いて真空蒸着により C60，BCP を基板に

堆積させた後，γブチロラクトンを用いて部分

エ ッ チ ン グ し ， 直 列 接 続 箇 所 と な る

PEDOT:PSS，ペロブスカイトを除去(P2)した．

最後にカプトンテープを基板に貼り，真空蒸着

を用いて Ag 電極を蒸着させた後，テープを剥

がすことで電極の分割(P3)を行った． 

 
Fig. 1. Module structure 

3. 結果 

パターニング P1 から P3 を行うことにより

ITO/PEDOT:PSS/Cs0.17FA0.83Pb(Br0.17I0.83)3/

C60/BCP/Ag の構造を持った 8 セルを直列接続

した．報告では，報告では，ガラス基板の他，

PET/ITO 基板上に作製された太陽電池の性能を

報告する． 
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